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は じ め に
1992年 フ ラ ンス,エ ック ス.マ ル セ イユ第 三大
学 にてITP,(lnternationalTeachersProgram以
下ITP)が 開 催 され た。 この プ ロ グラム は,1958
年 ハ ーバ ー ド.ビ ジ ネス ス クー ル(HarvardBusi.
nessSchoo1,以 下HBS)に 創設 され て以 来 現在 ま
で,50ケ 国以 上130以 上 の大 学{1)から,1 ,000名
以上 の職員 が研 修 に参 加 して い る。 今 回,こ の プ
ロ グ ラム に参 加 した者 と して ,プ ログ ラ ムの概 要
を報 告 す る。
1.歴 史
(1)ハ ーバ ー ド時代
ITPは1958年,海 外 か ら ビジネ ス.ア ドミニ ス
トレー シ ョンの分 野 で教 鞭 を と る教員 な い しはそ
れ を 志 す 者 を募 って,HBSで8ケ 月 間 教 育 を 施
す プ ロ グ ラムで あ る。 この プ ログ ラム は ビジネ ス
リー ダ ーお よ び 企業 を経 営 して ゆ く専 門 マ ネ ー
ジ ャー を訓練 し うる優 れ た教 師 が世 界 的 に不 足 し
て い る こ と に 応 ず る た め,HBS名 誉 教 授 ハ ー
リー ・ハ ンセ ン(21のイ ニ シ ア テ ィ ブに よ って創 設
され だ31。 当 時,ハ ンセ ン教授 は ジ ョー ジ ・ベ イ
カ ー学 部 長 の下 で,HBSの 国 際学 科(イ ンターナ
シ ョナル ・デ ビィジョン)長 の要 職 を勤 め ,国 際経
営 教 育 の推 進 とイ ン ド ・パ キ ス タ ン ・ トル コ ・
フ ィ リピ ンお よび中 米 に お け る ビジネス ス ク ール
の設立 と教 員 の育 成 に 当 た って い た。 これ らの地
域 にお ける ビジネ ス ス クール,例 え ば,イ ン ド経
営大 学 院(lndianInstituteofManegement),ア ジ
ア経 営 大学 院(AsianInstituteofManagement)f41
な ど は1960年 代 初 めハ ンセ ン教 授 の指 導 の もと
に誕 生 して い る。 また,ハ ンセ ン教 授 は1956年
(昭和31年)慶 応 大学 主 催 ハ ーバ ー ド大 学 高 等 経
営学 講 座(AdvancedManagementProgram)に も
参加 し,慶 応 ビジ ネス ス クー ルの設 立 に大 きな影
響 を与 え て い る(5)。
さて,ITPは8年 間 にわた る活動 の結果,「ITP
はハ ーバ ー ド大学 にとって も,ま たITPに 参加者
を派遣す る大学 にとって も有益 なプログラムで あ
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る」 との結論 を得 て,1966年HBSに お け る正規
の プ ロ グ ラム とな った。 そ の後,ITPは 他 の大学
か ら も 「教 員 を対 象 と し た研 修 プ ロ グ ラ ムで あ
る」 と認 め られ た。
さ らに,1968年 にな る と,ITPは フォー ド財 団
お よび ア メ リカ政 府国 際 開発 局(US,Agencyfor
InternationalDevelopment)の 資 金援 助 に よ って
運 営 され るまで に な った。
当 時 の プ ロ グ ラ ム に は44ケ 国111の 大 学 か ら
270名 前 後 の教 員(6〕が 参 加 して い る。 参 加 者 は,
ヨー ロ ッパ諸 国 か らの参加 者 が大 多 数 を 占 めて い
るが,ア ジァ(特 にイ ン ド)や ラテ ン ・ア メ リカか
らの参 加 者 も少 な くな い。 また,参 加 者 の なか に
は 自校 を運 営 す る立 場 に い る学 科 長 や プ ロ グ ラ
ム ・デ ィ レク ター な ど もプ ロ グ ラムに参 加 して い
る。 日本 か ら も昭 和37年 慶 応 ビ ジネ ス ス ク ール
の開講 に備 えて,加 藤 寛,小 林 規威7)な ど若手
教員 をITPに 派遣 して い る。
プ ロ グ ラムの運 営 は通 常,学 部 長 あ るい は学科
長 な りが研 修 プ ロ グラ ムや カ リキ ュ ラム に責 任 を
持 ち,デ ィ レク ターが参 加 者 の募 集 ・選 考 ・住居
な どの仕 事 を担 当す る こ とにな って い た。 しか し
な が ら,当 時 の プ ログ ラ ムは ビジネ ス スク ール の
よ うに定型 化 され た プ ロ グ ラムで はな く,か っ専
任 ス タ ッフ もい な い状 況 で あ った。
それ故,あ る参加 者 は ビジネ ス ス クール の プ ロ
グ ラムの なか か ら,フ ォル ツ教 授 の生 産管 理,ハ
ンセ ン教 授 のセ ー ル ス ・マ ネー ジメ ン トな どの科
目を選 ん で受 講 して いた し,別 の参加 者 は 自分 の
研 究 テ ーマ に近 い ス タ ッフ と相 談 して,受 講科 目
を決 め た り,あ るい は 自校 の デ ィ レク ター と相 談
して,受 講 す る科 目を決 あ て いた。
1964年 か ら67年 の 間 はHBSを 卒 業 し たDr.
DavidKuechle(デ ー ヴィッ ド・クー シェル)が 科
目の内容,受 講 手 続 き,担 当教 員 の研 究 分野 な ど
参 加 者 の問 い合 わせ に応 じる こ とが で きだ8}。
当時 の プ ログ ラム は一 般 的 に一 部 受講 制 限 を設
け られ た プ ロ グ ラム(91を除 けば,参 加 者 はど の授
業 に も参加 で き,極 めて 自由度 の高 い もので あ っ
た。
当初,国 際学科(イ ンターナショナル ・ディビィ
ジョン)の スタ ッフの熱意によって,ITPは 運営
されていたが,時 間の経過 と共に,参 加者および
ティーチ ング ・ス タッフの間か らいろいろな問題
点が指摘 されるよ うにな った。
まず,参 加者か らプログラムの問題点を挙 げる
と,① 参加者 にとって,ハ ーバー ドのデ ィグリー
(学位)で な く,た だ単 にITPに 参加 したとい う修
了書(Certificate)し か取得で きなか った。②参加
者のなかには,10ケ 月間一生懸命勉強 した人 もい
れば,一 方で は,研 究 よ りも,参 加者同志 の友好
を 目的 として参加 した人,単 にクラス見学 に来た
だけの人,ア メ リカの生活を楽 しむために参加 し
た人 もいた。言 い換 えれば,参 加者には非常 に優
秀 な人か らそ うでない人 まで多岐 に渡 っていた。
③参加者,特 に英国や ヨーロッパ諸国か らの参加
者 は自費で参加 した人 が多か った。 また,参 加者
のな か に は旅 費 か ら授 業 料 さ らに は給与 ま で
フォー ド財団や公的機 関などか ら援助 を受 けた参
加者がいて,他 の参加者 と トラブルになった。
テ ィーチ ング ・スタッフか らプログラムの問題
点 を挙げると,① 前述 したよ うに,当 時のプログ
ラムは定型化 された ものでなか ったので,教 師 と
して当然理解 してお く必要のある教授法などの科
目が用意 されていなか った。②次に,参 加者の資
質 と教 育 の問題が あげ られ る。 当時 の参加者 は
MBAの 学生 と比べて,ケ ーススタデ ィの予習 も
せず にクラスに参加 している人 が多か った。教師
が授業中参加者 に発言 を求 めて も,ポ イ ン トの外
れた返答 を して,参 加者 とMBA学 生 との間 は必
ず しも友好的な雰囲気 ではなかった。
多 くの参加者 は全体 として優秀で,一 生懸命勉
強 していた。特 に,ヨ ー ロッパの大学 を修了 して
きた参加者の中には大変優秀な人が参加 し,参 加
者 には単位取得 は義務づ けられていなかったに も
かかわ らず,定 期試験 を受 けたり,プ ログラム終
了後 も引続 きハーバー ドに留 ま り,MBAやDBA
の学位を取得 した者 もいた。 しか しなが ら,毎 年
数名,あ まり質の良 くない教員が参加 して,プ ロ
グラム全体の評価を落 として しまった。 このよう
に,両 極端の参加者が プログラムに参加 した こと
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か ら,ITPに 対 す る評 価 は分 かれ るよ うにな っ
た。 この結果,テ ィーチ ング ・スタッフは参加者
の応募資格 と教育の質を向上 させる方法 はないか
を検討す るよ うになった㈹。
参加者 に対 する募集活動 は先進国では特 に計画
的 に行 なわれたわ けではなか った。 ある応募者 は
推薦状 を添 えて応募 して きた し,別 の応募者 はプ
ログラムの存在を知 り,直 接申 し込んで きた。 こ
の他,ヨmッ パに於ける短期上級管理者 プログ
ラム(AdvancedManagementProgram ,通 称
AMP)に 参加 したハ ンセ ン教授な どか ら情報を得
て応 募 して きた人 や,C.Wク リス テ ンセ ンや
ジ ョー一ジ ・アルバ ー ト・ス ミスのようにIMEDE
の客員教授や ネ ッスル社 のコ ンサルテ ィング ・プ
ロジェク トに参加 していた教授か らプ ログラムを
知 り,申 し込 んで きた人 もいた。
このよ うに国際学科の活動 を通 して,ITPは イ
ギ リスや ヨーロ ッパ諸国の大学 において次第に知
られるようにな り,評 判 を聞いたある教員 は推薦
状 を添 えて参加 を申 し込んで くるなど,応 募者 は
次第 に増加す るよ うにな った。
しか しなが ら,応 募者の中で既 に教授経験のあ
る者 とこれか ら教員 としての資格 を得よ うとする
者 との間にはおお きなギ ャップが あり,ITPに 疑
問 を持 ち始 め て いた教 授会 は,ハ ンセ ン教授,
ベーカ ー学部長 やITP担 当教員 に応募資格 の設
定,受 講科 目に対 す る出席 の義務 づけや参加者 に
対す る評 価 の実 施 を迫 るよ うにな った。 その結
果,1967年 末 か らMBAプ ログラムにパスす るだ
けの資格.条 件を備 えていない者 はITPに 参加で
きな くなった。
② ヨー ロッパへの トラ ンスフ ァー
1969年 にな り,HBSの 教授会 はプ ログラムの
ロケーシ ョンをボス トンか らヨー ロッパに移 す こ
とに した。 その理 由 は①HBS自 身国 際的視 野 に
欠 けて いた こと,② 海 外諸国 か ら多 くの学者 が
ハ ーバー ド大学 に研究 に来 るよ うになっていたこ
と,③ ア メ リカの企業 は既 に多 国籍化 して いた
が,HBSの スタッフ自身 は異 な った文化.環 境 の
下での教授経験 が乏 しか った こと,な どの要因が
あげ られ,ヨ ーロ ッパへの トランスファーは この
よ うな経験不足を補 うもの と考え られだm。
「ケ ースメ ソッ ドに よる経 営教育 の普及」 とい
う フ ィ ロ ソ フ ィを持 って い た国 際学 科 の行 動 は
1950～60年 代 に は世 界 各 国 の ビジ ネ ス ス クー ル
の創 設q勿と教 育 に大 き な影 響 を 与 え た。 当 時 ,
HBSは 経 営 幹 部 用 の 上 級 管 理 者 プ ロ グ ラ ム
(AMP)を ス イ スの モ ン ト ・ペ レ リィ ン⑱にて開 催
す るこ とに決 ま って い た。 従 って,AMP担 当教
授 は1～3年 ス イ ス に滞 在 す る こ と に な り,ス
タ ッフの 目は必然 的 に ヨー ロ ッパ に注 が れ る よ う
にな った。また,AMPと 並 行 して,ITPの 教 育 施
設 もス イスの レジ ン(Leysin)〔1の に設 け られ た。
プ ロ グ ラムの ヨー ロ ッパ へ の トラ ンス フ ァー に
伴 い,教 育期 間 は ボス トン時 代 の8ケ 月 か ら2ケ
月 へ,研 修 内 容 も非 構 造 的 な ものか ら ミニMBA
の特 徴 を備 え た構 造 的 な ものへ と変 更 され た。
ま た,プ ロ グ ラムの責 任 者 や主 要 ス タ ッフは依
然 と してHBSの ス タ ッ フ よ り構 成 され て い た
が,ヨ ー ロ ッパ の ス タ ッフ もプ ロ グ ラムの一 部 を
担 当 す る よ うに なっ た。
1972年 に な り,HBSは ヨー ロ ッパ にお け る7
つ の ビジネ ス ス クール(表1参 照)を 招 き,プ ロ グ
ラム の運 営 に参 加 す るよ う要請 した。
これ らの ビジネ ス ス クール は ヨー ロ ッパ に お け
る国(イ ギ リス,フ ランス)の 大 き さや,国 内 で重
要度 の高 い大 学(イ ギ リスで はクランプイール ド大
や ブ ラ ッ ドフ ォー ド大 よ りロ ン ドン大,マ ンチ ェス
ター大),さ らに国 際 的 に評 価 の高 い ス クー一ル(ス
イスCEI,IMEDE)を 基 準 に して選 ば れ た。
以後,ITPは7校 を代 表 す る委員 に よ って運 営
され,開 催 校 は これ らス クール が持 回 り(表2参
照)で 担 当す る ことに な った。
(3)ヨ ー ロッパ連合 校 に よる組 織化
1974年 にな り,フ ォー ド財 団 の資金(96,000ポ
ン ド)を も とに ヨー ロ ッパ連 合校8校(含 むHBS)
に よ り,初 め てITPが 運 営 され た。
さ らに,1975～76年 の 間 に はITPの 運 営 は,次


















ハ ー バ ー ドに よ る 運 営 開 催 場 所
1970～72年 ス イ ス の レ ジ ン
ハ ー一バ ー ド.ヨ ー ロ ッパ 校 と の 共 同 運 営
1973～74年









ロ ン ド ン
マ ン チ ェ ス タ ー
ス ト ッ ク ホ ル ム
ロ ン ド ン
ボ ツ コ ー 二
イ ン シ ア ー ド
ロ ン ド ン
出 所1976,1991～1994年ITP資 料 よ り作 成as
第 にHBSか ら離 れ て ヨー ロ ッパ連 合 校 の手 に渡
る よ うにな った。
1976年 の後半 に な り,フ ォー ド財団 よ り 「ITP
に対 す る援 助 を中 止 したい」 と い う連絡 が あ り,
8校 の代 表 は フ ォー ド財 団 に よ る援助 停 止 後 も,
引続 き プ ロ グ ラム を運 営 して い くこ と を決 定 し
た。 その後,数 ケ月 にわ た る議 論 の末,1977年1
月7日CESAを 除 い た7校 とEFMD(European
FoundationManagementDevelopment)よ り構 成
され た法人 組 織ISBM(lnternationalSchoolof
BusinessManagementLimited)が 正 式 に発 足 し
た(1物。
1977年 の後 半 に な り,北 欧 に お け る主 要 校 ス
トッ クホル ム ・ス ク ール ・オ ブ ・エ コ ノ ミック ス
(StockholmSchoolofEconomics)がISBMに 参
加 し,連 合校 は8校 とな った。
しか しな が ら,1979年 に入 り,HBSは
① ヨー ロ ッパ にお け る経 営教 育 も既 に成 熟期
ビ ジ ネ ス ス ク ー ル
ビ ジ ネ ス ス ク ー ル
ス ク ー ル オ ブ エ コ ノ ミ ッ ク ス
ビ ジ ネ ス ス ク ー ル





に入 って い る,
② ケ ー ス メ ソ ッ ドの普 及 な どに よ り,国 際 部
門 の役 割 が減少 した,
③ ヨー ロ ッパ に 滞 在 す る ス タ ッフをITP担
当か らAMP担 当 に移 す予 定 で あ る,
④ ボ ス トンにお け るサ マー セ ミナ ーや専 門 プ
ロ グ ラムが増加 した,
⑤HBSの ス タ ッフ に と って,ヨ ー ロ ッパ に
お け るサ マ ー プ ロ グラム よ り,国 内 のサ マ ー
プ ロ グ ラムや経営 コ ンサ ル テ ィ ングを担 当 し
た方 が報酬 が よ い,
⑥ 子供 の教育 や共稼 ぎな ど個 人 的理 由 な どか
ら,ITPの 運 営 か ら完 全撤 退 す る ことを決定
した。
ハ ー バ ー ドの退 会 は1979年5月 ス トック ホ ル
ムに お け るISBMの 委 員 会 で受 理 され,今 後 ヨー一
ロ ッパ の ビジ ネ ス ス ク ー ル の み でITPを 運 営 し
て い くか,そ れ と も,ハ ーバ ー ドの後継 校 と して,






















































出所 「1992年ITP案 内書」 よ り作成
ア メ リカの大 学 に参 加 を求 め るかが 論議 の対象 と
な った。 そ の結果,ニ ュー ヨー ク大学 ビジネ ス ス
クール(LeonardN.SternSchoolofBusinessStu-
dies)がISBMに 参 加 す る ことに な った
。
そ の後,1970年 代半 ばか ら,多 くの教 員 をITP
に派 遣 して きたSDAボ ッ コー 二大 学 〔19が,1985
年ISBMに 加 わ った。
現在,ITPを 運 営 して い る大 学 は,以 下 の9校
(表3参 照)で あ る。
また,ISBMを 構 成 して い る委 員 は表4の 代 表
者 か ら構 成 され て い る。
2・ ヨー ロッパ にお け るプ ログ ラム
ω 参 加 者
まず,参 加者(表5参 照)を 概観 すると,1970
年代前半 はITPに 対 す る関心 が非常 に高 く,60
名前後 の人⑳が参加 している。
これ は 「ヨーロッパのマネー ジャーはアメ リカ
のマネージャー ほど教育訓練 を受 けていない」 と
い う認識か ら,① イギ リス,フ ラ ンスなどの政府
が ビジネススクールの設立 を支援 したこと,② 参
加者 に費用 を援助 したこと,な どが増加 の主な要
因である。
ITPは イ ンターナシ ョナル ・テ ィーチ ャーズ ・
プ ログラムと呼 ばれていたが,実 際には戦後生 ま
れの ヨーロ ッパ域 内の参加者が大多数を占あて い
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表5参 加者数
ヨ ー ロ ッパ に お け る ハ ー バ ー ドの 時 代
1970年
1971年
57名(カ ッコ内比率 は ヨーロ ッパ諸国 出身者)
65名54名(83%)



































た。 ヨーロ ッパ の参加者が一番多かった年,1971
年の参加者を地域別 に分類す ると,ヨ ーロッパ54
(83%)名,ア ジア6名,ア メ リカ6名,ア フリカ
4名,ラ テ ンアメ リカ1名,計65名 がITPに 参加
している。
この時代に参加 した人 は,
① 公認会計士な ど専門的職業 に従事 していた
人で,新 たに教員 として採用 された人,
② 既 に経済学 やその他 の分野で教授経験 のあ
る人で,ビ ジネススクールに働 く機会を求 あ
て きた人,に 大別で きる。
これ らの人達 はいずれ もITPの 研修 を必要 と
していた。特 に,産 業界 出身者 は教授経験 が不足
していた し,か りに経験 があったと して も,多 く
の場合狭い分野の教授経験 しかなか った。
また,大 学 出身者 は教授経験 はあるものの,ビ
ジネ スに対 す る基礎 的理解 を欠 いた人が多 か っ
た。 その うえ,一 部の人 を除 き,ヨ ーロ ッパの伝
統 的な大学教育 を受 けて きた人 の多 くは,「 アメ
リカン ・ビジネススクールの成功要因が,主 とし
て ヨーロ ッパ の大学で は殆 ど採用 されて いない
ケース ・メ ソッドによる教育 にある」 ことに疑問
を懐 いていた。
やがて,ヨ ーロッパの ビジネススクールは急速
に発展 し,自 ら教員 を養成 した り,ケ ース教材2帥
を開発す るようにな った。
その結果,1974年 以降参加者 は徐 々に減少 し,
平 均 して35～45名 の参加 者 に落 ち着 くよ うに
な った。 また,ビ ジネススクールの教員 も,産 業
界出身者 は次第に減少 し,大 学出身者が スタッフ
に採用 され るよ うになった。
一般 に
,大 学院出身の教員 は授業(テ ィーチン
グ)よ りも研究(リ サーチ)に 強い関心 を示す傾向
にあ る。反対 に,産 業界 出身の教員 はどち らかい
えば研究 よりも,授 業 に高 い価値を見 出す傾向に
ある。
1975年,LBS(ロ ンドン・ビジネススクール)に
て開催 されたITPで は,教 員 の研究能力開発を目
的 と したプログラムに変更 した結果,イ ギ リス,
特 に産業界出身者 の多い ポ リテ クニ ック⑳か ら多
数 の教員が参加す るよ うになった。
1970年 代後半 にな り,マ ンチェスター ・ビジネ
ススクールなど教員 の能力開発 を重視す る一部の
大学を除 くと,主 要 ビジネススクールはほとんど




その後,教 員をITPに 派遣す る主要校 は年 々減
少 し,1982年 にはISBM連 合校 か らの参加 者 は
遂にゼロになった。
やがて,ITPに 対す る関心は次第 に ヨーロッパ
諸国か らアフ リカ ・アジア ・ラテ ンアメ リカ諸国
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へ と移 っていった。 しか しなが ら
,こ れ らの国 々
か らの参加希望者 は多数 いたに もかかわ らず,そ
の多 くは参加費用が高 くて,参 加 には直接結 びっ
かなか った。
この例外 と して,ナ イ ジェ リアが あ る。 ナイ
ジェ リア政府 がITP参 加者 に財 政援助 を行 な っ
た ことか ら,1979年 には9名 が,さ らに1980年
までに累計 で25名(ヨ ーロッパ諸国を除 く参加国
では最大数)の ナイ ジェ リア ンが参加 した。1981
年 には19名(そ のうち13名 が政府の財政援助を受
けていた)も の希望者 が応募 してきた。それ故,翌
年 か らISBM委 員会 は参加 国 のバ ラ ンスを とる
ため,一 国 か らの参 加者数 に制 限を課す よ うに
な った㈱。
1980年 代 に入 り,参 加者 の減少 に危機感 を抱い
たISBM委 員会 は従来 の カ リキ ュラムを見直 し,
1985年 か ら86年 にか けて,「 経営 におけ る コン
ピュータの利用方法」や 「テクノロジー ・マネ ジ
メン ト」 などのテーマを従来 のプログラムに加え
た。 この試みは ヨーロッパの教員にア ピール した
結果,1986年 には34名 中31名,1987年 には38
名中33名 の ヨーロ ピア ンが参加 した。
当初,ケ ース ・メ ソッドによる経営教育 は経験
のない参加者に歓迎 されたが,ま た問題 にもなっ
た。あ る参加者 はケースの過度 の使用 に疑問 を懐
くよ うにな った し,別 の参加者 はHBS自 身既 に
ケー ス ・ス タデ ィか らマ ネジメ ン ト・コ ミュニ
ケーシ ョン⑳な どを採 り入れ た教育 へ と変更 して
いるに もかかわ らず,HBSの ミッシ ョン⑳その も
のを批判す るようにな った。
さ らに,ITP担 当教授 のほとん どがハ ーバー ド
の教授⑳で も,ア メ リカの大学教授(北 米大陸出身
者)で もないの に,「ハ ーバー ドだけが経営教育 の
メ ッカか?」 など,ハ ーバー ド大学 に対 する批判
が噴出 した。 この他,ア フ リカか らの参加者の間
か ら 「ケースが北米大陸 のケースに偏 っている」⑳
とか,「 ケースの内容 が古す ぎる」などの意見 も寄
せ られた。
これ らの批判 は1992年 の プログラム修了時,
プログラムに対す る意見聴取 の際に も 「ケースが
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ア メ リカ(特 にア ング ロサ ク ソン系)の ケ ー ス に
偏 って い る」 とか,「 ヨー ロ ッパ の ケ ー ス(フ ラン
スや ドイッな ど)や 日本 の ケ ー ス を も っ と採 り入
れ るべ きだ」とか,「 わ ざわ ざ アメ リカか らイ ンス
トラ クタ ーを呼 ぶ必 要 はな い」 とい う意 見 が参 加
者 の 間 か ら出 て い る。 これ らの意 見 を参 考 に し
て,プ ログ ラム は毎 年 見 直 され,1993年 の プ ログ
ラムか ら ドイ ッの教授2名 が,イ ンス トラ ク ター
に加 わ るよ うに な った㎝。
プログラムは1980年 代前半 まで,経 営 学担 当
教員のためのプログラムで あったが,ISBM評 議
委員の中か ら 「企業の研修担当者を参加 させた ら
どうか」 という意見が 出て,委 員会 は多国籍企業
勤務 のア ドヴァイザーや大学関係者か ら意見聴取
し,「大学教員 は企業 の研修担 当者 とほとん ど交
流がな く,研 修担 当者の参加 はアカデ ミッシャン
とノンアカデ ミッシャンとの相互不信 の解 消につ
なが る」 という結論に達 した。
1983年 以降,企 業の研修担 当者 に もITPに 参
加で きる道が開かれた結果,1988年8名,1989年
9名,1990年9名 の参加者,い ずれ もイタ リアの
民間企業 とコンサルテ ィング会社 の研修担当者が
ボッコー二大学 で開催 されたプログラムに参加す
るよ うにな った。 ヨーロッパの企業で も150万 近
い参加費用を負担 し,研 修担 当者を派遣出来 る企
業 は限 られているが,比 較的若 くて,教 育水準の
高 い人達が プログラムに参加 した。
なお,1992年 の参加国 ・組織別参加者(表6参
照)は33名,そ の うち4名(イ タ リア ・自動車




参加者 の平均年 令 は1987年31歳,1986年33
歳,1988年36歳 と30代 前半か ら半ばの教員が中
心 である。
1988年 を例 に とると,参 加者 は45名,そ の う
ち ヨーロッパ諸国か ら38名,ヨ ーロッパ以外の6
ケ国か ら7名 の教員 がITPに 参加 した。参加 者
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表61992年 の参加者
参加国 参加者 参加大学 ・教育機関(都 市名)
イ タ リ ア 12名 UniversityofBerugamo
STOABusinessSchool(Napoli)
BocconiUniversity,SchoolofManagementnn
ISORFIAT(フ ィ ア ッ ト教 育 グ ル ー プ)(Milano)






フ ラ ン ス 3名 HECBusinessSchool
ESC{Dijon)
ESCAE(Poitier)
ス エ ー デ ン 2名 IFL(SwedishSchoolofManagement)(Stockholm)
StockholmSchoolofEconomics
ド イ ツ 1名 UniversitatSeminarWirschaft
オ ラ ン ダ 1名 HoogovensYmuiden(鉄 鋼 メ ー カ ー 研 修 部 門)
ス ペ イ ン 1名 ESADEBusinessSchool(Varcelona)
フ ィ ン ラ ン ド 1名 PRODEC(Helsinki)
ア イ ル ラ ン ド 1名 UniversityofLimerick
ル ー マ ニ ア 1名 RumanianInstituteofManagement
セ ー シ ェ ル 1名 SeychellesInstituteofManagement
日 本 1名 神奈川大学
出所1992年 参加者名簿より作成
45名 中12名 が40歳 以上 の中堅教員,ま た参加者
の平均 教歴(最 低0年 か ら最高28年 まで)は6.1
年,参 加者 のうち12名 がL5年 以下の若手教員,
22名 が1。5年 以上9年 未満の中堅教員,11名 が9
年以上 のベテ ラン教員であ った。
このように,各 国か ら教歴の異 なった教員 が参
加 した場合,ITPに 対す る評価 は二分 された結果
にな る。
逆に,1989年 お よび1990年 のように,参 加者
が若 く,同 質 な教 員か ら構成 され た場 合,ク ラ
ス ・ディスカ ッションは活発 になり,極 めて高い
評価が得 られ る舩。
(2.2)参 加者の背景
当初,プ ログラム ・デ ィレクターは 「教育歴数
年以 内の若手教員,あ る程度管理職対象 プログラ
ムを担 当 した経験のある中堅教員,今 後 ビジネス
ス クールの発展 を支 えて行 く教員 な どがITPに
応募 して くるだ ろう」 と想定 していた。 しか しな
が ら,実 際には実 に背景 の異 な った人達が応募 し
てきた⑬。
それは,
① ヨーロッパの ビジネススクールは大学 の中
にで きたもの(ロ ン ドン,エ ックス ・マルセ
イユ),企 業 の研修機関が発展 した もの(CEI,
IMEDE),商 工会議所など経済団体 をべ一ス
とした もの(INSEAD,リ ヨン)な ど様々で
ある。
② 参加者 自身 も教養学部出身か ら産業界で働
いていた人 まで様々である。
③ 参加大学 もポ リテクニ ックか ら,州 立大,
私立大学,さ らに開発途上国 の大学 にまでわ
たっている。
このように多様 な教員が参加 した ことか ら,プ
ログラムに対す る評価 は二分された。
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(3)募 集
現在,開 催校の プログラム ・ディレクターは1
万部の ブローシャーを印刷 し,参 加者を派遣 した
ことのある大学や参加 に関心 を示 した大学,以 前
プログラム ・デ ィレクターが訪問 した大学や教育
機 関 を中心 にメ イ リング ・リス トを作成 し,プ
ロー シャーを送付 してい る。その うち,参 加 に関
す る問い合わせが毎年約100件 程あ り,30～40人
の教員 が応募 して くる。
(4)選 考
プログラムは世界各国の ビジネススクールや大
学 の教員および民間企業 の研修担当者 を対象 とし
て いる。民 間企業 か らの応 募 も受 けつ けて いる
が,原 則的 には大学教員 を主対象 と している。
応募資格 は,
① 各国か ら参加 した参加者 との間で積極的に
意見交換 がで きること,
② 少な くと も数年間の教育経験があ ること,
③ 一 つの専門分野 に精通 していること,
④ 英語で コ ミュニケー ションで きる能力 があ
ること,な どであ る。
応募者 は志望動機,研 修に対す る期待な ど必要
事項 を申込み用紙Cf11に記入 し,さ らに派 遣校 の上
司 の同意書 も合 わせて,開 催校 のプ ログ ラム ・
ディレクターに提出す る。 プ ログラム ・デ ィレク
ターは応募者が45名(定 員限度)を 越 えた場合,
応募者の経歴 ・専門分野 ・国籍 などの要因を考慮
して,参 加者を選んでいる。
⑤ プログラム ・デザイ ン
プログラムは目的,対 象者,時 期,予 算,施 設
などの諸条件 によって影響 を受け るが,ITPの 場
合,① 参加対象者 である教員のニーズ,② 教員 を
派遣す る組織の ニーズ,③ 参加費用を援助す る組
織(各 種財団)の 意向を考慮に入れた ものでなけ
ればならない。
ヨmッ パ にお け る9週 間 の プロ グラムが ス
ター トした時,ど のよ うな経緯を経 て,カ リキュ




その後,カ リキュ ラムは少 しずつ 改訂 されて
いった。 まず,最 初 に研修期間が9週 間か ら8週
間(7月 ～8月 の夏休み期間中)に 短縮 され,次 に,
プラクティス ・テ ィーチ ング ・プロジェク ト(教
育実習)が 新 たに加 わ った。 このプロジェク トは
参加者に大変好評で,以 後 プログラムに欠かせな
い もの となったが,一 方で はファカルテ ィの負担
を大 き くした。
プログラムを立案す るうえで,模 範 とするモデ
ルがあ ったわけで はないが,1976年 まで に,評 議
委員会 は 「どの科 目をプログラムのコアー科 目に
す べ きか?」,「 プ ロ グ ラム は プ ラ ク テ ィス ・
テ ィーチ ング,ビ ジネスゲームもしくはそれに類
するゲームを含 む5な い し6の 基礎 コースか ら構
成 された ものが望 ま しい。」,「経営政策,経 営財
務 経営組織 と管理の問題,マ ーケテ ィング,計
量分析 とそれにコ ントロールなどの分野 か ら5な
い し6の 科 目を基礎科 目に加えたプログラムが望
ま しいプログラムである。」,「さ らに,選 択科 目と
して,経 営 の文化的側面,エ ネルギー ・クライ シ
ス,ヨ ー ロッパ共同体 の発展 やゲス ト教授による
タイム リーな トピックスなどをプログラムに加 え
るべ きである。」な ど論議 を重ねた結果,次 第 にプ
ログラムの骨子が固ま って きた。
こ う した議 論 を もと にa1976年 の プ ロ グ ラム は
5つ の コ ー スか ら構 成 さ れ た プ ロ グ ラ ム とな っ
た。
①BasicCourses(基 礎科 目):カ リキ ュ ラム
の 中核 に必 修 科 目が あ り,参 加 者 はISBM連
合 校 の教 員 ㈲が担 当 す る経営 政 策,経 営財 務,
組 織行 動,マ ー ケ テ ィ ング,計 量 分析,管 理
会 計 と コ ン トmル の6科 目の中 か ら4科 目
を履修 す る。5日 間(10セ シ ョン,1セ シ ョン
1.5時 間)
さ らに,参 加 者 は客 員教 授 か ら,生 産 管 理
(OperationsManagement),外 部環境分析
(BusinessEnvironmentalAnalysis),中 小 企
業 経 営(SmallBusinessManagement)な どの
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科 目の中か ら1科 目を履修す る。3日 間(5セ
ション)
②AreaCourses(専 門科目):参 加者 は今後
担 当す る専 門科 目のなかか ら一科 目を選択
し,専 任教員 より指導を受 ける。
③TeachingMethodsCourse(教 授法):参 加
者 は教授法に関す る理解 を深 める。教授法 に
は レクチ ャー,ケ ース ・メソッ ド,演 習,プ
ロジェク ト,ゲ ー ミング,プ ログラム学習,
セ ンシテ ィビティ ・トレーニ ング,視 聴覚機
器 やコ ンピュータを用 いた教育 などがある。
このセ シ ョンで は参加者 は コン ピュー タを
使 った経営 シ ミュレーシ ョンを経験する。次
に,参 加者 は教育 の専門家 よ り各種演習 を通
じて様 々な教授法 とその効果 にっいて学ぶ。
④PracticeTeachingProject(教 育実習):最
後 の週 に,参 加者 は他 の参加者の前で,授 業
もしくは演習を行な う。参加者 は教育テーマ
や教授法 を事前 に専任教員 に相談 し,専 任教
員 はその適否 について指導す る。他 の参加者
は発表者の授業をモニター し,修 了後 フィー
ド・バ ックを行な う。
⑤IndividualWork(個 人研究):参 加者 は
「担 当科 目の教育計画書 の作成 一教育内容 と
教育方法 一」,「ケース教材 の開発」,「イギ リ
スの経営教育 一現状分析 一」 など参加者 自身
関心 あるテーマか らスモール ・プロジェク ト
を選択 し,専 任教員の指導の もとで,レ ポー
トを作成す る。
この プログラムに対 し,あ る評議委員 は 「基礎
科 目 と専門科 目を統合 し,さ らに選択科 目を加え
た方が良 い。」 と主張 した。
また,別 の評議員 は 「ITPの 目的 は教員の能力
開発 にある。参加者 に本人 の適性 だけでな く,本
人の潜在能力 を発掘 させ,そ の能力を開花 させ る
こ とが目的で あ る。」,「ITPは 教員 の能力開発 を
スター ト ・ポイ ン トとすべ きである。 もし,ITP
が経営学 を担 当す る教員を対象 と したプログラム
な らば,カ リキ ュラムはその延長線上 にデザイ ン
された ものでな ければな らない。」 と評議委員会
で主 張 したB⑤。
「ITPは 教 員 を教 育 す る プ ロ グ ラ ムで あ る」 と
い う合 意 の もとに,評 議 委員 会 は
① プ ロ グラ ムの50%を 教 育(Teaching)関 連
分 野 に,
②20～25%を フ ィー ル ド ・リサ ー チ(Field
Research)や 研 究分 野(Research)に,
③10～15%を 教育 機 関 にお け る教 師 と して の
役割(Teachers'srole)に,
④10～15%を 経 営 コ ンサ ル テ ィ ン グ(Con-
sulting)に 関 す る分野 に割 り当て る こと と し
た㎝。
この結 果,MBAを モ デ ル に した プ ロ グラ ム は
見 直 され,基 礎 科 目(BasicCourse)は5日 間(10
セシ ョン)か ら2日 間(7セ シ ョン)に 短 縮 か わ
り に リサ ー チ と コ ンサ ル テ ー シ ョ ン(Research
andconsultationskills)な ど教 員 の能 力 開発 に重
点 を置 い た プ ロ グ ラム とな った。
また,ス ケ ジ ュール は最初 のセ シ ョンで参加 者
全員 が ケ ース ・ス タデ ィを通 して,問 題 を分 析 す
る能 力 を 養 い,次 の セ シ ョ ンで 教 員 と して の役
割,教 育理 論 や 教授 法 を学 び,さ らに テ ィー チ ン
グ ・ワー ク シ ョップで参 加 者 の教 育能 力 を向上 さ
せ る,と い う順 にな った。
その後,バ ス旅行,屋 内 ゲ ー ム,パ ーテ ィ,夕
食会 な ど参 加者 間 の人 的 ネ ッ トワー クを強 め る為
の プ ログ ラム ソウ シ ャル ・プ ログ ラム が
1980年 か らプ ロ グ ラムに加 わ った。
や がて,プ ログ ラム は1984年 か ら




③Electives(選 択 科 目),
④OptionalSessions(ト ピックスなど),
⑤Individua1Projects(個 人研究)の5っ の
分 野 に分 か れ る よ うにな った。
また,こ の時代 か ら,講 師 に対 す る参加 者 の評
価(EvaluationQuestionaire)が 科 目終 了 時 に,
さ らに全 体 の評価(FinalAssessment)が プ ログ
ラム修 了 時 に行 なわれ るよ うにな った。
イ ン タ ーナ シ ョナ ル ・テ ィ ー チ ャー ズ ・プ ロ グ ラム
この よ うな プロ グラム改革 に もかかわ らず,
1983年 および1984年2年 続けて,応 募者が大幅
に減少 した。応募者 の減少 に直面 した評議委員会
は 「プログラムが,参 加者 である教員の研修 ニー
ズ,特 に参加者の一番 多い ヨーロッパの主要校 の
ニーズにマ ッチ していないのではないか」 と判断
し,「パ ソコンを利用 した経営教育」,「情報機器や
教育機器 の活用」 などの特定のテーマや教科 をプ
ログラムに加えた結果,再 び応募者 は増加 す るよ
うにな った。以後,プ ログラムに情報技術 を効果
的 に使 う教科 は必修科 目とな った。
1988年 ボ ッコー二大学 主催 によ るプログ ラム
は1987年 と比較 し,オ ープニ ング ・セ シ ョンと
プラクテ ィス ・ティーチ ング ・セ シ ョン(教 育実
習)が 縮小 され,代 わ りに教授法の科 目(ペ ダゴジ
カル ・ウィー久 第4週)と 選択科 目(第5週)が 強
化 された。
以 上 の経 緯 を経 て,プ ロ グ ラム は1992年 に
至 っている。
(6)1992年 の プ ログ ラム劔
プ ロ グ ラム は必 修科 目(PartI・H・IV)と 選択
科 目(Part皿)と か ら構成 され る。
OIPartl(Workingandteachinginacom-
petitiveinternationalenvironment)
最 初 の セ シ ョ ンで は,ま ず,各 国 の異 な る経 験
お よ び背景 を もった参加 者 は ケー ス ・ス タデ ィの
た め幾 っ か の グル ー プに分 け られ る。 国際経 営 の
ケ ー スを通 して,各 国 の異 な った環境(政 治,経
済,マ ー ケ ッ ト,異 文 化 な ど)の もとで,あ る企
業 の経 営 に対 す る 「問 題 点 の把 握」,「分 析」 お よ
び 「経 営戦 略 の策定 」 が 各人 に求 め られ る。
次 に,ク ラ ス 討 議 や グ ル ー プ討 議 を通 して,
ケ ースで取 り扱 わ れて い る事 業 の長 期 ・短 期見 通
しや 競 争 条 件 の変 化 に伴 う新 事 業 へ の影 響 な ど
種 々 な角度 で の 問題 を パ ソコ ンを使 って分析 で き
る能 力 が求 め られ る。 シ ミュ レー シ ョンの結 果 を
参 考 に して,ど の よ うな戦 略案 を採 用 す るのか,
ま た,採 択 した 案 を どの よ う に して 実 行 す るの
か,実 行後 の コ ン トロール は ど うす るの か,な ど




海外 におけるビジネススクールをは じめとす る
教育機関で は,そ の教育効果 を高め るために,実
にさまざまな教授法を採用 している。
ケース ・メソッ ドは,企 業 の人事,財 務 経営
戦略 マーケテ ィング等 の全部あ るいは一部を記
述 したケース(事 例)を 用 いて,参 加者 は自分な り
に問題点 を分析 し,ど のよ うな解決案 があるか準
備 してお く。その後,ス タディ ・グループで各人
が検討 した結果 を持 ち寄 ってデ ィスカ ッシ ョンを
重ね,そ の結果 を レポー トにまとあた り,さ らに
クラスで教授 に リー ドされなが ら問題を分析 し,
最善 の解決案 を求 めてゆ く。 このプロセスを繰 り
返 す ことによ り,現 実 の経営問題 に対処 す る能
力,問 題発見能力,分 析方法,意 思決定能力,コ
ミュニケーシ ョン能力などを身 につ けてゆ くこと
がで きる。
一方
,教 科書,参 考文献,ノ ー トを用 いて,教
授による講義 を中心 とす る レクチ ャー ・メソッ ド
によ り,体 系的 ・理論的に学ぶ方法 もあ る。講義
方式 といって も,日 本の大学のよ うに教授が壇上
の上か ら一方的に説明す ることを学生が黙 って聞
くことではな く,質 疑応答,デ ィスカ ッションを
交 えて,講 義 が進め られる。
次 の モ ジ ュール で は,ク ラス ・デ ィス カ ッ シ ョ
ン,グ ル ー プ ・ス タデ ィ,レ クチ ャー ,ビ ジネ ス
ゲ ーム,シ ミュ レー シ ョ ンな どの教 授 法 と教授 法
に関 連 す る学 習 の原 理 を学 ぶ。 参 加者 は教 授法 に
対 す る理 解 を深 め た後,Part-IV教 育 プ ロ ジ ェ ク
トー 教育 実 習(PracticeTeachingProject)一 にお
いて,そ の成 果 を活 かす こ とがで き る。
③Part皿 選 択 科 目 と ワ ー ク シ ョ ッ プ
(ElectivesandWorkshops)
選 択 科 目は大 き く分 けて,以 下 の二 っ に分 け ら
れ る。
1)コ ンテ ン ト ・オ リエ ンテ ッ ド
参 加者 は マ ーケ テ ィ ング,財 務 管 理,利 益 分 析,
コス ト ・コ ン トロール,技 術 管 理,経 営 戦 略 ,交
渉学,人 的 資源 管 理 な どの専 門分野 の 中か ら,参
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加 者 に と って 関 心 の あ る分 野 を選 び,最 新 の ト
ピ ック スにっ い て学 ぶ。
2)プ ロセ ス ・オ リエ ンテ ッ ド
経 営 コ ンサル テ ィ ング,コ ンピュ ー タの利 用 と
シ ミュ レー シ ョ ン,ラ ーニ ング ・プ ロセ ス,な ど
につ いて学 ぶ。
ワ ー クシ ョップ は経 営 お よ び教 育 に関 す るテー
マ の中 か ら,参 加 者 か ら 「民 間企 業 に お け る経営
教 育 の あ り方 につ い て」,「ケ ー スの書 き方」,「KT
法 に よ る 問 題 解 決 」,「ゲ ー ム 教 育 と そ の 教 育 効
果」な ど関 心 あ る テ ー マを 提 出 させ,参 加 者 自身
の教育体験 を もとにお互 いの意見を交換す る。
④PartIV教 育実習(PracticeTeachingPr。-
jest)
最後 の週 は担 当教授 の下 で,参 加者 は10～15
名 で構成 された グループに分かれ,参 加者 自身が
選 んだテーマで各 自1時 間半,参 加者 の前で授業
を行 う。終了後,参 加者 および担当教授 は報告者
の授業 を評価 し,そ の評価表を本人 に手渡 す。
1992年 のスケジュール,コ ース評価,教 員評価,
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表10最 終総合評価(1)
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表llテ ィー チ ング ・ス タ ッ フ(除 くデ ィ レク タ ー,ア
シス タ ン ト)
...fr 1989 1992 1993
国 別 年 年 年 年
テ ィ ー チ ン グ ・ス タ ッ フ
30名 31名 25名 36名
大学
フ ラ ンス 4 6 8 11
(内 エ ッ ク ス) (2) (1)
(内 イ ン シ ア ー ド) (1) (7)
イ ギ リス 5 2 3 5
ア メ リカ 6 8 4 5
(内 ハ ー バ ー ド大 学) (1) {1) (1) (2)
(内 ニ ュ ー ヨ ー ク大 学) (1)
イ タ リア 11 6 2 2
(内 ボ ッ コ ー 二大 学) {7) (5) (2) (2)
ス エ ー デ ン 1 1 i
ノ ル ウ エ ー 1
カナダ 1
ス イ ス i 2
ドイ ツ 2
ス ペ イ ン 3
ブ ラ ジル 1
その他
コ ンサ ル タ ン ト 2 4 3 7
ア ク タ ー(俳 優 な ど) 1 1 2 NA
ISBM校 ス タ ッフ数 計 5 8 12 15
(7)フ ァカル テ ィ
図 表11よ り,
1988年30名 の フ ァカル テ ィ(フ ランス4名,ア
メ リカ6名 その うちハ ーバ ー ド大学1名,イ ギ リス5
名,イ タリー11名 そのうちボ ッコー二大学7名,カ
ナダ1名 とその他3名),
1989年31名 の フ ァカル テ ィ(フ ランス6名,ア
メ リカ8名,イ ギ リス2名,イ タ リー6名 その うち
ボ ッコー二大学5名,ス エーデ ン1名,ノ ル ウエー1
名,ブ ラジル1名,カ ナダ1名 とその他5名),
1992年25名 の フ ァカ ル テ ィ(フ ランス8名 その
うちエ ックス ・プロバ ンス大学2名,ア メ リカ4名,
イギ リス3名,イ タ リー2名,ス エーデ ン1名,ス イ
ス1名 とその他5名)
な ど,開 催校 を中心 に毎 年25名 か ら35名 前 後 の
教 員 が薄 給 に もか かわ らず,ITPの 教 育 活動 を支
え る為,各 講 座 を担 当 して い る。
こ の ほ か,オ リベ ッ テ ィ(CEO),ユ ニ リ ー
バ ー,ロ ー タ ス,デ ィジ タル ・イ ク イ ップ メ ン ト
社,GEの 重 役 や ア ド ミニ ス トラテ ィブ ・サ イ エ
ンス ・クオ ー タ リー社 の編集 担 当,ロ ン ドン ビジ
ネ スス クー一ルの学 長,ア ム ステル ダム市 の助役 な
どが卒 業 パ ー テ ィに出席 して い る。
資料 「ITP,各 年度 資料 」 より作成
イ ン ター ナ シ ョナ ル ・テ ィ ー チ ャー ズ ・プ ロ グ ラ ム
表121992年 担 当 ス タ ッ フ
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プ ロ グ ラ ム ・デ ィ レ ク タ ー
26.PierreBATTEAU
27,AlainROGER
ア シ ス タ ン ト2名
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1992年 ス タ ッフ25名(除 くプログラム ・デ ィレ
ク ター,ア シスタ ント)の 担 当教 員 名,専 門 分野,
所 属機 関 と担 当科 目 は表12の 通 りで あ る。
この うち,ヨ ー ロ ッパ の テ ィー チ ング ・ス タ ッ
フは,①1960年 代 に政府 留 学生 と して ア メ リカ の
大学 に派遣 され た人(例 えば,MarcBERTONE-
CHE,PierreBATTEAU,AlainROGER),② 初 期 の
ITPに 参 加 した人(MichelSCHLOSSER),③ ア メ
リカ と ヨー ロ ッパ の大 学 兼 任 教 授 の人(Maurice
SAIAS),④ ヨ ー ロ ッ パ の 大 学 出 身 者(Tony
BERRY,PhilipLAw)に 大 別 で きる。
3.課 題 と展 望
20年 の歴史を もっITPを 概観 してきたが,ITP
が抱 え る課題 と展望 を述べてみ る。
(1)プ ログ ラム 運営
プ ログ ラム は様 々な 問題 を抱 えて い るが,
① まず,プ ロ グ ラム運 営 の問 題 で は プ ロ グ ラ
ムを維 持 ・管理 す るた め の専 任 ス タ ッフ(秘
書 さえ も)が い な い こ とが あ げ られ る。
② 次 に,参 加 者 の募 集活 動 に関す る問題 が あ
げ られ る。 マ ンチ ェス ター ビジネ ス ス クール
の トニ イ ・ベ リィー(TonyBerry)教 授 によ
ると,1981年 マ ンチ ェ ス ター(開 催校)で の
参 加 者 を募 るた め,教 授 自身 ア メ リカの大 学
11校,カ ナ ダ7校,ア ル ゼ ンチ ン9校,ブ ラ
ジル4校,メ キ シ コ4校,ス ペ イ ン3校,ポ
ル トガ ル2校 を訪 問 して い る。
さ らに,ト ニ イ ・ベ リィー教 授 はILOや
パ リのAACSB卿EFMD㈹ の会 議 に参加 した
人(ア メ リカ人160人)に 対 して,ITPへ の参
加 を 呼 び 掛 け た り,ILOお よ び 国 連(UN
Agencies)の 出 版 物 やAACSB/EFMDの
ニ ュー ス欄 に プ ロ グ ラム内容 を掲 載 した り,
ロ コ ミに よ る推 奨 を行 な って い る。
③ITPに 参加 す るか ど うか は基 本 的 に は参 加
者 自身 や大 学 の問 題 で は な く,参 加 費 用 ωを
負 担 で き るか ど うかの 問題 で あ る。 どの教 育
機 関 で も,教 員 の能 力 開 発 に関 す る予 算 は
あった として もごく僅かで しかない。毎年,
イギ リスか らの参加者(毎 年7～10名,参 加国
中1な いし2位)が 多い理由 はFMEl曇 ⑳による
財政的支援 による ものであ る。 もし,参 加者
に対 す るこのよ うな支援 がなか った とす れ
ば,ITPは 今 日まで存続で きなか ったであろ
う。
(2)コ ンワ リク ト
前述 したように,ITPに 背景の異な った教員が
多数 参 加 した こ とか ら,参 加 者 で あ る教 員 と
ティーチ ング ・スタッフであ る教員 との間でいろ
いろな コンフ リク トが生 じた。
これ らの要因を分類す ると,
① ジェネラルマネージャー育成かスペシャリ
ス ト育成かなど,大 学 の教育方針あ るいは教
育 目的による違 いによるもの㈹,
② マネー ジャー向 けMBAプ ログラムやパー
トタイムプログラムなど教育対象 による違い
によ るもの(44),




⑤ 伝統的経営学 と実証的な経営学 との違 いに
よるものに分 けられ る。
(3)ヨ ー ロッパの特殊事情
参加者のなかで,ヨ ー ロッパ域内の参加者 が次
第 に減少 してい ったが,そ の背景 に ヨーロ ッパの
特殊事情 がある。(筆 者の経験と観察による)
① ヨーロ ッパ の ビジネススクールは当初アメ
リカの ビジネススクール,と くにハーバ ー ド
の影響 が大 きかった。 しか し,1980年 代 に入
ると,ア メ リカの影響 を脱 し,独 自の特色を
打ち出 して発展 してい る大学があ る。
た とえば,経 営教育 の理論 と実践の分野 で
は,イ ギ リスの ランカス ター大学(1964年 創
設)は1974年 か ら経 営 教 育 学 部 を,ま た
1982年 より大学院を設 け,国 際的に評価 の高
い大学 に成長 して いる㈲。
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② ビジネ ス との 直接 的 な結 びつ きは ア メ リカ
ン ・ビジネ ス ス クー ルよ りも強 く,実 際 的 な
プ ログ ラムづ くりが行 なわ れ て い る。
た とえ ば,IMDはMBAプ ロ グ ラム の 中
に,「 イ ンタ ー ナ シ ョナ ル ・コ ンサ ル テ ィ ン
グ ・プ ロ ジ ェク ト」 を定 着 させ,同 校 の セ ー
ル ス ・ポイ ン トに な って い る⑱。
③ ヨmッ パ の ビジネ ス ス クー ル はア メ リカ
よ りは るか に国 際 的性 格 が強 い。
た とえ ば,IMD,INSEAD両 校 は30ケ 国
か らの学 生 と多国 籍 の教 師 を擁 し,多 国 籍企
業 の ゼネ ラル ・マ ネ ー ジ ャーの養成 を狙 い と
す るイ ンターナ シ ョナ ル ・スク ール で あ る。
当初,ヨ ー ロ ッパ の ビ ジネス ス クー ル はア メ
リカの ケ ース を教 材 と して使 用 して いたが,
ヨー ロ ッパ の経営 教 育 に必 ず しも合 って いな
い ことか ら,各 校 と もケ ー スを開発 し,販 売
して い る㈲。
④ ヨー ロ ッパ の ビジネ ス ス クール は ア メ リカ
の よ うに社 会 に確 立 され た存 在 で は ない。
INSEAD,IMD,ア ッシ ュ リッジな ど は1
年 制 の プ ログ ラムで,学 生 を募 集 しやす い。
バ ル セ ロナ のIESE ,ミ ラノ の ボ ッ コー一二大
学 は2年 制 だが,近 年 両校 と もスペ イ ン語 と
英 語,イ タ リア 語 と英 語 の バ イ リ ンガ ル,
コー スを設 置 して か ら,外 国人(北 米,中 南
米)学 生 が増 加 し,飛 躍 的 に発展 して い る6∞。
⑤ イギ リスで は働 きな が ら学 べ るパ ー トタイ
ムMBAプ ロ グ ラ ム(夜 間 コー スや 通 信 教
育6U)も 盛ん である。
⑥ ヨー ロ ッパ の ビジネ スス クー ル は アメ リカ
の ビジ ネス ス クー ル と比 べ て,大 学 との結 び
っ きが比 較 的弱 く,大 学 と無 縁 の ス クール も
あ る。 これ は ヨー ロ ッパ の大 学 は伝 統 的性 格
(ア カデ ミック ・スクール)働 が 強 い ため に,プ
ロ フェ シ ョナ ル ・ス ク ール の教 育 方針 に な じ
まなか った ため と思 わ れ る。
過 去 の参 加者 の中 で,ド イ ッの大 学 か らの




ヨー ロ ッパ で はITP以 外 に も
,教 員 の研 修 プ ロ
グ ラ ムはEMTP(EuropeanManagementTeacher
Programme)が 新 た に ス ター一トして い る
。 この プ
ロ グ ラ ム は1990年 ヨmッ パ に於 け る ビ ジネ ス
スク ール の教 員 不 足 を補 うた め,イ ギ リスの ラ ン
カ ス ター大 学,フ ラ ンスの リョン(GroupeESC
Lyon)大 学 との ジ ョイ ン トによ り生 まれ た組 織 で
あ る。1992年 に な り,フ ラ ンスのEAP(PARIS ,
EuropeanSchoolofManegement)が この プ ロ グ




よ りス ター トし,ラ ンカ ス ター大 学 ,リ ョン大学,
マ ド リッ ドビジ ネ ス ス ク ー ル三 校 の ス タ ッ フ に
よ って運 営 されて い る。
プ ロ グラ ムの特 徴 は,
① 教員 の教育 能 力 の 向上 を図 る こ とを 目的 と
して い る点 で はITPと 同 じで あ るが,ITPが
夏 期 集 中 プ ロ グ ラ ム で あ る の に 対 して,
EMTPは パ ー トタイ ム ・プ ログ ラムで あ る。
プ ロ グ ラ ム⑬は2っ の フ ェ イ ズs5っ の ス
テ ップ(1～3ス テ ップは各7日 間)に 分 かれ
て お り,フ ェイズ1を 終了 した参加者 はEMTP
よ り修了 書が,フ ェイズ 皿を終了 した参加者 は
ランカス ター大 よ りMA(MasterofArtsin
ManagementEducation)が 授 与 され る。
② プ ロ グ ラムで は基 本 的 には英 語 を べ 一 スに
して い るが,ヨ ー ロ ッパ共 同 コ ミュニ テ ィの
立場 か ら,特 にイ ギ リスか らの参 加 者 に対 し
て英 語以 外 の言 語 と異 な った文 化 の下で も働
く経験 が教 育上 重 要 で あ る との認 識 に立 ち,
第 二外 国 語 と して フ ラ ンス語 を一部 使 用 して
い る。
③ITPが イ ンタ ーナ シ ョナ ル ・プ ログ ラムで
あ る の に 対 して,EMTPは ヨー ロ ッパ 域 内
の教 員 を対 象 に した プ ロ グラム て あ る。 従 っ
て,研 修 を通 して,ヨ ー ロ ッパ 域 内 の大学 や
参 加者 と担 当教 員 との交 流 を促進 させ る こ と
を もプ ログ ラムの狙 い の一 つ と して い る。
④ プ ログ ラム終了 後 も参 加 者 は面 談,手 紙
一5Q一 イ ン ター ナ シ ョナ ル ・テ ィー チ ャ ー ズ ・プ ロ グ ラム
ファックス,電 話,電 子 メールなどの各種方
法 によ りチ ュー トリアル ・サポー トが得 られ
る。 また,参 加者 がプログラムの2な い し3
日前 に到着 した場合 には語学 の イ ンテ ンシ
ブ ・トレーニ ングを受 け られ る。
⑤ プ ログラムの中核部分 はコアー ・スタッフ
によ って運営 されが,ワ ークシ ョップは参加
者の希望や派遣先の教育機関のニーズを反映
したプログラムにな って いる。
⑥ 参加者 は ヨー ロッパの色々な国の教育機関
か ら参加 した人達 との間で人間ネ ッ トワーク
が形成で きる。
⑦ コンピュー タ,メ デ ィアなど各種教育機器
を使 っての教育方法 に力点 を置いている。
この プログラムに毎年12～13名 程度 の教員 が
参加 してお り,ITPへ の参加者が減少 している一
つの原因 にな って いる励。
4.む す び
以 上 の よ うに,ヨ ー ロ ッパ や ア メ リカ の大 学 で
は教員 に も,初 等,中 等教 育 の教 員 の養成 と同 じ
よ うに教 授法 の訓 練 を行 な って い る。 世界 的 に知
られて い る経営 教 育 プ ログ ラ ム と して,ITP(ln-
ternationalTeachersProgram#oreducatorsin
management)の ほか,イ ンターナシ ョナル ・ビジネ
ス向けにFDIB(FacultyDevelopmentinInterna・
tionalBusiness)田 プログラムな どがあ る。
ファカルテ ィ ・デ ィビロップメ ン ト・プログラ
ムの機能 は多岐にわたるが,① 夏休みに新任,現
職教員向けに各科 目につ いてのオ リエ ンテーシ ョ
ン教育を行 な う,② 各科 目の最新の トピックスや
論文 の紹介,論 文 作成 に必 要 な資料 とその利用
法,③ 教育 目的 に沿 った教育機器 の使 い方やゲー
ムの活用,④ 全科 目にまたがる表現法の養成 ⑤
教授 のや り方 を ビデオに撮 るとともに個人的な コ
ンサルティングを行な う,⑥ クラス,デ ィスカ ッ
シ ョ ンを指導 す る技能 の修 得 な ど とな って い
る㈹。
ITPやFDIBの よ うな プ ログ ラムは残念 なが
ら,日 本にはまだない。 日本で は高等教育機関へ
の進学率が40%を 越 え,大 衆化が進んでいるに も
かかわ らず,「良 い研究を していれば,教 育 は後 か
らついて くる」 とい う職場風土が現 にある。大学
が0握 りの エ リー ト養成機関だ った頃は教授法な
どという発想 は不要だったか もしれない。 これ ま
で,大 学教授法 の必要性を唱える人 は少 なか らず
いたが個人 の レベルに留 まっていた。今後,日 本
の大学で も授業 を教員個人の工夫にまかせるので
はな く,大 学全体 として組織的な教授法の開発 に
取 り組 まねばな らな くな っている。
注
ω 表ll992年 までにITPに 参 加者を派遣 した機関
ヨ ー一ロ ツ ノぐ
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IrishManagementInst.
UniversityofLimerick
ポ ー ラ ン ド
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神 奈 川 大 学
慶 応 ビ ジ ネ ス ス ク ー ル
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中 華 人 民 共 和 国
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慶応大 学 ビジネスス クール(KBS)以 外で,日 本 の大学 か
らの参加 は私が初 めてであ る。
(21ハ ー リー・・ハ ンセ ンは昭和33年 日本 生産性 本部主 催の プ




(4)こ の ほ か,AIM(AsianInstituteofManagement)は ハ
ンセ ンの 指 導 の も とに ス タ ー トして い る
。
(5)慶 応 ビ ジ ネ ス ス クー ル の 沿 革 はハ ンセ ン, フ ラ ン ク リ ン ・
フォルッ教 授 による第一 回慶 応 ・ハ ーバー ド高等経営学講座
(AdvancedManagementProgram)に 始 まる。
参加者 石原 俊(日 産 自動車経 理部長),弘 世 現(日 本
生命社 長)な ど60名




自昭和31年8月29日 至9月1日 。 主催 慶応義塾
大学





以 下の教員17名 をハ ーバ ー ド大学ITPに 派
笠 原英司,高 橋 吉之助,白 石 孝,村 井俊雄,
関 口 操,十 時巌周,井 関利明7名
ITP修 了者で現KBSス タッフは,
1959年(昭 和34年)加 藤 寛,
1960年(昭 和35年)小 林 規威,
1961年(昭 和36年)関 本 昌秀,
1962年(昭 和37年)藤 枝 省 人 ,
1964年(昭 和39年)石 田 英 夫,
1968年(昭 和43年)関 谷 章,
1969年(昭 和44年)小 野 桂之 助,
1971年(昭 和46年)滝 沢 茂,
1972年(昭 和47年)柳 原 一 夫,
1973年(昭 和48年)柴 田典 男10名
資 料 慶 応 大 学 「平 成2年 度 大 学 院管 理 研 究 科 修 士 課 程 募
集要 項 」,KeioBusinessSchool「ExecutiveSemi.
narsl994」 お よ び 小林 規 威 先 生(元CEI,1974年 訪 問




(9)例 え ば,上 級 管 理 職 を対 象 と したAMP(AdvancedMan-
agementProgram)の ゲ ス ト講 演 や 特 殊 な参 加 者 を 対 象 と
した専 門 セ ミナ ー な ど。
CIO)SnniaHeptonstal,p.2.
{ll)SoniaHeptonstal,p.3.
⑬1950年 代 ヨー ロ ッパ で は,ア メ リカ企 業 の マ ネ ジ メ ン トの
優 秀 性 に気 づ き,多 くの 政 府 留 学生 を ア メ リカ の ビ ジ ネ ス ス
ク ー ル に派 遣 して い る。 ま た,イ ギ リス,フ ラ ン ス,ス イ ス
な ど に ビジ ネ ス ス クー ル を 創 設 して,マ ネ ジ メ ン ト教 育 を ス
ター トさせ て い る。 これ ら の ス クー ル にCEI(シ ー イ ー ア イ
1946年 設 立),IMEDE(イ メデ1957年 設 立) ,INSEAD(イ ン
シ ア ー ド英 語 名EuropeanInstitueofBusinessAdminis.
tration1958年 設 立),AshrigeManagementCollege ,City
一54-一 イ ンタ ー ナ シ ョナ ル ・テ ィー チ ャー ズ 。プ ロ グ ラ ム
UniversityofLondon(1959年 設 立),London(1965年 設
立)お よ びManchester(1965年 設 立)な どが あ る。
1988年FORTUNE誌 に よ れ ば,ヨ ー ロ ッパ に お け る三 大
ビ ジ ネ ス ス ク ー ル はINSEAD,LBS>IMD。 ブ ラ ッ ド,フ ォー
ド大 学Mr.R.S.LAlexander(OverseasLiaisonOfficer)の
話 し(1994年5月 英 国大 使 館 で のパ ー テ ィで の 席)で は,イ
ギ リス の ビ ジ ネ ス ス ク ー ル の ラ ン キ ング は1.London,2.
Warwick,3.Bradford大 学 と の こ と。
㈱Mont-Pelrinの ロ ケ ー シ ョ ンは,帝 人 の元 副 社 長 阿 部 さ ん
の話 し に よ る と,レ マ ン湖 畔 ボ ー州 ネ ッ スル 本 社 の あ る ヴ ェ
ビ ィ(Vevey)市 と ロ ー サ ン ヌ市 の 中 間 。
個Leysin(レ ジ ン)は ボ ー州 モ ン トル ー(Montreux)市 の北
東 部 。
(15}CEI(そ の後,IMIに 変 更)は カ ナ ダ のAlcan(ア ル キ ャ
ン)社,IMEDEは ス イ ス のNestle(ネ ス レ)社 に よ って 創
設 。1990年 にIMEDE(lnternationalManagementDevel-
opmentInstitute),UniversityofLausanneとIMI(ア イ
ェ ム ア イIntemationalManagementInstitute),Universi-
tyofGeneveと が合 併 して,IMD(lnternationalInstitute
forManagementDevelopment)と な る。
(161開 催 校 はITPに 参 加 した際 に,プ ロ グ ラ ム.デ ィ レ ク ター
な ど よ り ヒア リン グ した。ITPは1974年 か らISBM(lnter-
nationalSchoolofBusinessManagement)が 組 織 され て
以 来,現 在 まで ヨ ー ロ ッパ に お い て 運 営 さ れ て い る。
(17}SoiniaHeptonsta1,p.5.
(18?SDAボ ッ コー 二大 学(ScuoladiDirezioneAziendale
delrUniversitaL.Bocconi1902年 設 立)は 近 年 プ ロ グ ラ ム
の 国 際 化 を 推 進 して き て お り,そ の 一 環 と し て,MIEM
(MasterinInternationalEconomicsandManagement)
プ ロ グ ラ ム で は授 業 を 全 部 英 語 で行 な って い る。ま た,MBA
プ ロ グ ラム は 英 伊 バ イ リ ンガ ル コー スが 設 け られ,か っ ヨ ー
ロ ッパ 域 内 お よ び ア メ リカ の ビ ジ ネ ス ス ク ー ル との 国 際 交 流
を深 め て い る。す な わ ち,1989-90年 に はCopenhagenBusi-
nessSchool,ErasmusUniversiteit,Wirtschaftsuniversitat





ternationalManagementInstitute(IMI)と 提 携 して い る。
こ の ほ か,ヨ ー ロ ッパ 共 同 体 の た め に,CEMS(Commu-
nityofEuropeanManagementSchool)が1988年 にBoc-
coni,HEC,ESADE,UniversitatzuKolnに よ って 設 立 さ
れ,そ の 後,UniversiteCatholiquedeLouvain,Erasmus
Universiteit,UniversityofSt.Gallen,Wirtschaftunivers-
itateWien,CopenhagenBusinessSchoolが 加 わ っ て い る。
な お,ヨ ー ロ ッ パ に お け る 七 大 ビ ジ ネ ス ス ク ー ル は
INSEAD,London,IMD,Manchester,IESE,ISA,SDABoc-
coniと い わ れ て い る。
資 料,"ManagerMagazineSep,...お よ び 資料,SDA
(ScuoladiDirezioneAziendale英 語 でGraduateSchoolof
Management)ポ ッ コー 二 大 学MBABrochure,MIEMBro-
chureo
(19)HEC(ア ッ シ ュ ・ウ ・セ)は パ リ商 工 会議 所 が1881年 パ
リ郊 外 に企 業 の必 要 とす る経 営 に長 け た 人 材 を 養 成 す る た め
に創 設 した学 校 。HECはHautesEtudesCommercialsの 頭
文 字 。ISA(イ ザ.InstitutSuperiordesAffairs)はHEC内
に 創 設 さ れ たMBAコ ー ス。 フ ラ ン ス の 元 首 相 マ ダ ム ・ク
レ ッソ ンはHECの 秘 書 学 校 出身 。
資 料,GroupeHECSchoolofManagementのBrochure
お よ びITP参 加 者ISABertlandか らの ヒァ リン グ。
X20)INTERMAN(lnternationalManagementDevelopment
Network):ILO(lnternationalLabourOffice)内 に あ る能
力 開 発 に関 連 した組 織 。
⑳IFL(SwedishInstituteofManagement),ス エ ー デ ンの
ビ ジ ネ ス ス ク ー ル 。
伽1970年 ボ ス ト ンに お け る10ケ 月 の プ ロ グ ラ ム に 対 す る応
募 者 数 と比 較 して,平 均 して35～40%増 。 初 期 の 時 代,1965
年 に創 設 され たLBS(ロ ン ドン ・ビ ジ ネ ス ス ク ー ル)を 例 に
とる と,多 くの ス タ ッフ は ハ ー バ ー ドや ヨ ー ロ ッパ で 開 催 さ
れ たITPに 参 加 して い る。 さ らに,1966年FMEが ビ ジ ネ ス
ス クー ル の ス タ ッ フを対 象 に,6週 間 の セ ミナ ー を 開 催 した
と こ ろ,60名 の イ ギ リス人 教 員 が こ の セ ミナ ー に参 加 して い
る。(SoniaHeptonstal,p.14.)
㈱ イ ギ リス で は,ク ラ ン フ ィー ル ド ・マ ネ ジ メ ン トス ク ー
ル,ア シ3リ ッ ジ経 営 大 学,フ ラ ンス で はHEC,イ タ リア で
は ボ ッ コー 二 大 学,ス ペ イ ンで はIESEな ど に作 成 した ケ ー
ス の管 理 と販 売 の た め の セ ン ター(ケ ー ス ・ク リアljン グ ・
ハ ウス)が あ る。
資 料:各 大 学 のBroucherお よ びLolaIOkazaki・Ward
(CranfieldSchoolofManagernenk)な ど の情 報 に よ る。 ま
た,現 在TheEuropeanCaseClearingHouseで はIESEin
Barcelona,IMDinLausanne,INSEADinFountainebleau
の 作 成 した 「国 際経 営 」 の ケ ー スを ア メ リカ,BabsonCo1-
IegeMA.USAで 入 手 で き る。
資 料:UniversityofSouthCarolina。
⑳ イ ギ リス に お け るPolytechnic(実 務 志 向 の 高 等 教 育 機
関)約40校 は1992年 か ら大学 に 昇 格 。現 在18%の 高等 教 育
進 学 率 を2000年 に ま で33%に 近 づ け よ うと して い る。
1992年6月 筆 者 がASTON大 学 訪 問 した 時 の経 営 学 科 長
DavidG.Gregory談 。
(25)SoniaHeptonstal,p.15.
㈲ ケ ー ス を分 析 し た レポ ー トの 作 成 や 文書 を 口 頭 に よ る表 現
(プ リゼ ン テ ー シ ョ ン)を 訓 練 す る 科 目。 ま た,HBSで は
1981年 か らHRM(HumanResourceManagement)の 新
コ ー ス を 開設 した 。
⑳wの ヒ ィ ロ ソ ヒ ィ=ケ ー ス メ ソ ッ ドに よ る ゼ ネ ラル マ
ネ ジ ャ ーの 育 成 。
(「ハ ーバ ー ド ・ビ ジネ ス ス ク ー ル の経 営 教 育 」,pp.27--60.)
⑳ ク リス ・ア ー ジ リ ス教 授 の み 参 加 。
129)ILOで は開 発 途 上 国 援 助 の一 環 と して,事 例研 究 の普 及 に
っ と め て い る。 と こ ろが 途 上 国 に は先 進 国 にな い特 殊 な難 問
が 多 い。 だ か らア メ リカ な ど先 進 国 の 事 例 は,ど ん な に優 れ
た もの で あ って も う ま く適 用 で きる と は限 らな い。 そ こで,
1970年 代 後 半 か ら,途 上 国 の事 例 は 途 上 国 にっ く らせ る構想
で,世 界 各 地 で 「事 例 作 成 ワー ク シ ョッ プ」が開 か れ た 。これ に




姶D筆 者 の ル ー ム メイ トで あ る レナ ー ト(行 政 学 専 攻)の 話 し
に よ る と,ボ ッ コ ー 二大 学 で はITPへ の 参 加 は義 務(オ ブ リ
ゲ イ シ ョ ン)に な って い る。
働SoniaHeptonstal,p.14.
(ailSoniaHeptonstal,p.15.



































































(35)当 時 の フ ァカ ル テ ィ
専 任 教 員(BasicCourse科 目 お よ び コ ー ス 全 般 担 当)















特 徴 教 員 の9人 の う ち5人 がITP修 了 者 。
出所1976年ITP資 料よ り作成
G⑤1980年 マ ン チ ェ ス タ ー ・ビ ジ ネ ス ス ク ー ル に お け るITP
デ ィ レク ター一(当 時)TonyBerry教 授(元 マ ンチ ェ ス ター ・
ビ ジ ネ ス ス クー ル教 授)談
⑳SoniaHeptonstal,P.19.





"1)1992年 度 の 参 加 費 用 は約7週 間 弱 の プ ロ グ ラ ム で約7万
フ ラ ン,内6万 フ ラ ン はTuitionFee,MealsandAccomod-
ationonCampusが 最 低 必 要 。
な お,1976年 の参 加 費 用 は参 加 費1,025ポ ン ド,食 事 と住
居 費370ポ ン ド計1,395ポ ン ド。
働FME(FoundationforManagementEducation)イ ギ リ
ス の経 営 教 育 に関 す る 財 団 。イ ギ リス人 のITPへ の 参 加 は 自
国 の教 育 振 興 に マ ッチ して い る ので,参 加 者 に資 金 援 助 して
い る が,ITPの 掲 げ る イ ン タ ー ナ シ ョ ナ リゼ イ シオ ン(In-
ternationalization)に 対 して は(賛 同 して い る わ け で は な
い)二 次 的 で あ る。
FNEGE(FoundationNationalepourL'Enseignement
delaGestiondesEnterprises)は と りわ けITPが フ ラ ン ス
国 内 で 開 催 され る時 は財 政 的支 援 に 積 極 的 で あ る。
(43)大 学 に よ って 教 育 方 針 は 異 な る が,HBSの 場 合 ジ ェ ネ ラ
ル マ ネ ー ジ ャ ー 育 成 を 狙 い と して い る。 こ の ほ か,カ ー ネ
ギ ー,MITは 計 量 分 析 や コ ン ピ ュー タ,ノ ー ス ウ エ ス タ ン大
学 はマ ー ケ テ ィ ン グ,ペ ン シ ルバ ニ ア大 学 は財 務 ・会 計 の分
野 の 専 門 教 育 に特 色 が あ る。 各 大 学 のBrochureを 参 考 。
働 イ ギ リス の ビ ジ ネ ス ス ク ー一ル で は働 きな が ら学 ぶ パ ー トタ
イ ム のMBA(夜 間 コ ー ス や ビデ オ を 利 用 した 通 信 教 育 や 普
段 は テ キ ス トの 代 わ りに ビデ オ で 学 習 し,一 定 期 間 ス ク ー リ
ング に通 う学 習)も 盛 ん で あ る。 イ ギ リス に お け る ビジ ネ ス
ス ク ー ル の ラ ンキ ング は1位LBS,2位Warwick,3位Uni・
versityofBradfordと な っ て い る。MBSはLBSと 並 ぶ ス
クー ル で あ るが,近 年TonyHope教 授(管 理 会 計)な どの 教
員 が 去 っ た こと か ら,そ の評 価 は 低下 した 。Aston大 学 経 営
学 部 長 お よ びMr.RSL.Alexander(UniversityofBrad-
ford)の 談 。
㈲ ビ ジ ネ ス ス ク ー ル の 研 修 期 間 は1年 以 上2年 ま で あ る。
ヨー ロ ッパ で はINSEAD,IMDは1年 制,LBS,IESE(ス ペ
イ ン)は2年 制,HECは1年3ケ 月 の プ ロ グ ラ ム で あ る 。ア
メ リカ で1年 制 の大 学 院 はMIT(応 募 資 格;実 務 経 験5年 以
上),ス タ ンフ ォー ド大 学(10～15年 の 実 務 経 験 者),イ リノ
イ 大 学 シ ャ ン ペ ー ン校(25～45才 ま で の ミ ド ル ・マ ネ ー
ジ ャ ー),ピ ッ ツ バ ー グ 大 学(実 務 経 験4年 以 上),南 カ リ
フ ォ ル ニ ア 大 学(33才 で10年 の 実 務 経 験 者 が 平 均 的 参 加
者),AmericanInstituteofInternationalManagement
(通 称,サ ン ダー バ ー ド)が あ る。 資 料:各 大 学 のBrochure
よ り引用 。
(46)教 授 法 を 事 例 研 究 中 心 か講 義 中心 か で ビ ジ ネ ス ス ク ー ル を
分 類 す る と,ハ ー バ ー ド大 学,IMD,INSEADは 事 例(ケ ー
ス)中 心,ス タ ンフ ォー ド大学 は事 例 研 究 と講 義 半 々,シ カ
ゴ大 学 は講 義 に重 点 が 置 か れ て い る と い え よ う。 資料:各 大
学 のBrochureを 参 照 。
働 例 え ば,1974年 イギ リス,ラ ンカ ス ター一大 学 で は経 営 教 育
学 科(DepartmentofManagementLearning)パ ー トタ イ
ム ・マ ス ター コ ー スを 開 講,現 在 は経 営 学 を 担 当 す る教 員 用




ま た,ク ラ ンフ ィー ル ド ・ス ク ー ル ・オ ブ ・マ ネ ジ メ ン ト
で は あ ま り類 の な い プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジメ ン トの マ ス タ ー
プ ロ グ ラ ム を設 け て い る。





こ の ほ か,ア ッ シ ュ リ ッ ジ経 営 大 学 や ヘ ン レ ー 経 営 大 学 で
も 現 実 の 企 業 を 事 例 研 究 の 対 象 に して い る 。 ア ッ シ ュ リ ッ ジ
の 場 合,特 徴 と し て,教 員 は 全 員 実 業 界 出 身 で 且 っ ア カ デ












ingCaseandText",PWS-KENTな ど が あ る
。
G50)92年8月IESEを 訪 問 し た 時,InternationalRelation担
当 者 お よ び8月19日UniversitaCommercialeLiugiBoc・
coniを 訪 問 し た 時Prof.ElioBorgonoviの 談 。
励 普 段 は テ キ ス ト の 代 わ り に ビ デ オ で 学 習 し,一 定 期 間 ス
ク ー リ ン グ に 通 う 遠 隔 学 習
励 ア ス ト ン大 学DavidG.Gregory(ChairmanofExternal
RelationsGrnup)に よ る と,イ ギ リス の 大 学 の80%は ア カ
デ ミ ッ ク ・ ス ク ー ル と の こ と 。92年6月 訪 問 時 の イ ン タ
ビ ュ ー 。
劔92年 度 に お け る プ ロ グ ラ ム 概 要 は 以 下 の 通 り 。
PHASEI










第2ス テ ッ プCourseDesign(20%)29MAR-8APR(11





第3ス テ ッ プManagementofEurope(10%)28JUN-9









第3ス テ ッ プ の 終 了 者 に 対 し て はEMTPよ り 修 了 書
(CertificateofEMTP)が 授 与 さ れ る 。
PHASEII















フ ェ イ ズ 皿終 了 者 に 対 して ラ ン カ ス タ ー大 よ りMAあ る い
はPhDinmanagementeducationの 学 位 が 授 与 さ れ る 。
参 加 者(主 対 象):経 営 教 育 担 当 教 員 お よ び一 部 民 間 教 育 担
当 者 。
参 加 者 の 構 成:昨 年 ま で の 参 加 者 は イ ギ リス お よ び フ ラ ン ス
の26才 か ら45才 の経 営 教 育 担 当教 員 と コ ンサ ル タ ン ト
。
参 加 者2名 はPhD,残 り の参 加 者 はM.PhilかMaster
Degreeの 保 持 者 。1992年 の参 加 者 は約14名 。






参 加 費 用;費 用 は,約4週 間 でTUITIONFEEは 約3000ポ
ン ド(約60～65万 除 くTravellingCostsandAccomoda .
tiononCampus)o
この プ ロ グ ラム はイ ギ リス のFME(FoundationforMan.
agementEducation)と フ ラ ンス のFNEE(Foundation
NationalepourI'EnseignementdelaGestiondesEntre-
prises)の 財 政 的 支援 を 受 け て い る。1992年6月25日 筆 者
が リ ョ ン大 学(GraupeESCLyon)を 訪 問 時,EMTP
Coord三natorJudithRyderと 面 談 して 得 た 情 報 を も とに
して い る。 ・
個 人 的 感 想 と して は,ITPの プ ロ グ ラ ム と比 較 して ,EMTP
は ヨー ロ ッパ の 大 学 教 師 を対 象 に して い る こ と,教 師 と し
て 必 要 な教 育 技 法,教 育 計 画 に 重 点 を 置 い た プ ロ グ ラ ム で
あ るが,最 近 で きた プ ロ グ ラム な の で,ま だ評 価 が 確 立 さ
れ て い な い。
働1992年6月25日GroupeESCLyonを 訪 問.EMTPCo-
ordinator,JudithRyder談 。
㈹ ア メ リカ ・サ ウ ス ・カ ロ ラ イ ナ大 学 に て,1989年 よ り ス






目(10日 間)が あ る。
㈱ ハ ー バ ー ド大 学 デ レ ッ ク ・ボ ク教 授 学 習 セ ンタ ー の例,日
本 経 済 新 聞1994年1月8日,「 大 学 に教 授 法 の 確 立 必 要 」








(茂 木 賢 三 郎 訳 「ハ ー バ ー ド ・ ビ ジ ネ ス ス ク ー ル の 経 営 教
育 」TBSブ リ タ ニ カ)
一58一 イ ン ター ナ シ ョ ナル ・テ ィ ー チ ャー ズ ・プ ロ グ ラ ム
DerekC.Bok,HigherLearningHarvardUniversityPress
















Schoo1」HarvardBusinessSchaal(KBS訳 「ケ ー ス ・メ
ソ ッ ドの 理 論 と 実 際 」 東 洋 経 済 新 報 社)
RuthBeard,JamesHartley,TeachingandLearningin
HigherEducation」HarperandRow(平 沢 茂 訳 「大 学 の












そ の 他 配 布 資 料(TeachingMaterialsofITF1992)
川端大二 「研修管 理」産業労働調査所
慶応大学 ビジネススクール訳 「ケース ・メ ソ ッドの理論 と実 際
一ハーバ ー ド ・ビジネスス クールの経営教育 一」東洋 経済
新報 社
小林規威,宮 川公男,土 屋守 章編 「現代経営学辞典 」 日本経済
新 聞社








gram‐ につ いて 」 「経 営 教 育 年 報 」 『経 営 教 育 年 報 』,1994
年 第13号 日本 経 営 教 育 学 会
稿 「ヨー ロ ッパ の ビジ ネ ス ス ク・一ルIMD,INSEADに っ い
て 」(上 下)1993年 経 営 教 育,No141お よ びNo142,日 本 マ
ネ ジ メ ン トス ク ール
鈴木伸一 「研修技 法」産業労働調査所
田代 空 「研修 論」産業労働調査所
徳 山二郎 「ア メ リカの ビジネスス クール」 ダイヤモ ン ド社
伏見多 美雄編 「ケースプ ック 経 営政策 とマネジメ ン ト・シス
テ ム」慶応通信
村 本芳郎 「ケース ・メ ソッ ド経営 教育論」文眞堂
山田雄一 「研修指導論」 産業労働調査所
[付記]本 稿 は 日本経営 教育学 会第27回 全 国研究 大会(1993
年7月2・3・4日 於 明治学 院大学)に お ける報告(4日)に
加筆 した ものであ る。また,1992年 度 神奈川大学短期海外研
修 によ る研 究成 果の一部 である。
